
■
松
山
市
で
の
「
愛
媛
中
央

メ
ー
デ
ー
」
に
は
１
５
０
人

が
参
加
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の

う
た
ご
え
に
続
き
、
今
井
実

行
委
員
長
（
愛
媛
労
連
議
長
）

が
今
年
の
春
闘
賃
上
げ
状
況

に
ふ
れ
つ
つ
「
『

30年
に
及

ぶ
上
が
ら
な
い
賃
金
』
を
あ

げ
る
た
た
か
い
を
労
働
組
合

が
ス
ト
ラ
イ
キ
も
実
施
し
て

実
現
し
て
い
る
。
す
べ
て
の

労
働
者
の
賃
上
げ
・
生
活
改

善
を
。
１
日
８
時
間
働
け
ば

普
通
に
暮
ら
せ
る
社
会
の
実

現
を
」
な
ど
主
催
者
あ
い
さ

つ
。
来
賓
あ
い
さ
つ
に
続
き
、

県
本
部
の
森
賀
委
員
長
が

「
西
予
市
立
病
院
・
施
設
へ

の
指
定
管
理
者
制
度
導
入
阻

止
の
た
た
か
い
」
を
発
言
。

コ
ー
プ
え
ひ
め
労
組
、
県
商

連
が
決
意
を
表
明
。
じ
ん
肺

争
議
団
・
Ｊ
Ａ
Ｌ
被
解
雇
者

労
組
・
全
厚
生
闘
争
団
の
訴

え
に
、
参
加
者
が
連
帯
と
激

励
の
拍
手
を
送
り
ま
し
た
。

デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス

ト
で
は
新
婦
人
の
『
朝
ド
ラ

虎
に
翼
』
の
法
服
を
模
し
た

衣
装
な
ど
が
最
優
秀
賞
に
。

伊
予
労
連
の
久
保
議
長
（
伊

予
市
職
労
委
員
長
）
が
最
低

賃
金
の
全
国
一
律
制
と
時
給

１
５
０
０
円
以
上
、
消
費
税

減
税
と
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
撤

廃
、
政
治
の
転
換
な
ど
の
メ
ー

デ
ー
宣
言
を
提
案
し
採
択
、

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
で
集
会
を

終
え
、
松
山
市
駅
前
へ
移
動

し
て
大
宣
伝
行
動
で
市
民
に

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

■
新
居
浜
地
区
メ
ー
デ
ー
に

は
各
団
体
か
ら
総
勢
約

90人

が
参
加
。
実
行
委
員
長
・
来

賓
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
新
居

浜
市
職
労
か
ら
帆
谷
執
行
委

員
長
が
「
人
員
不
足
の
解
消

な
ど
職
場
環
境
の
改
善
、
明

る
く
生
活
し
や
す
い
新
居
浜

市
を
め
ざ
し
今
後
も
奮
闘
す

る
」
と
決
意
表
明
。
「
物
価

高
騰
を
上
回
る
大
幅
な
賃
上

げ
・
底
上
げ
で
生
活
改
善
を

は
か
り
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

の
視
点
で
均
等
待
遇
と
格
差

是
正
を
め
ざ
し
、
地
域
活
性

化
に
よ
る
日
本
経
済
回
復
を

め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。
平
和
と

憲
法
を
守
る
た
た
か
い
に
全

力
を
尽
く
そ
う
」
と
の
メ
ー

デ
ー
宣
言
を
採
択
し
「
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ー
」
。
雨
の
た
め

デ
モ
行
進
は
中
止
し
、
抽
選

会
を
実
施
し
新
居
浜
地
区
メ
ー

デ
ー
は
終
了
し
ま
し
た
。

■
内
山
地
区
統
一
メ
ー
デ
ー

（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
が

内
子
町
町
民
会
館
で
開
か
れ
、

内
子
町
内
の
労
働
組
合
員
ら

27人
が
参
加
し
集
会
を
実
施
。

内
子
町
職
の
力
石
執
行
委
員

長
が
「

24春
闘
で
賃
上
げ
を

勝
ち
と
っ
た
と
は
い
え
、
実

質
賃
金
は

23カ
月
連
続
マ
イ

ナ
ス
。
生
活
と
権
利
を
守
る

た
め
、
よ
り
一
層
の
賃
上
げ

を
勝
ち
取
る
た
め
に
行
動
を

続
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
」

と
大
会
長
あ
い
さ
つ
。
続
い

て
、
各
参
加
団
体
か
ら
活
動

報
告
や
訴
え
・
呼
び
か
け
を

実
施
。
町
内
の
農
業
・
林
業

の
現
状
と
課
題
、
保
育
士
・

学
校
教
員
の
過
酷
な
労
働
環

境
、
聴
覚
障
が
い
者
へ
の
補

聴
器
購
入
補
助
新
設
、
岸
田

政
権
に
よ
る
大
軍
拡
反
対
、

内
子
町
職
で
の
初
任
給
改
善

な
ど
の
報
告
や
訴
え
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
内
山
地

区
統
一
メ
ー
デ
ー
宣
言
を
採

択
し
、
要
求
の
実
現
に
向
け

て
「
ガ
ン
バ
ロ
ー
」
を
三
唱

し
た
後
、
昼
食
交
流
会
を
実

施
し
、
今
後
連
帯
し
て
活
動

し
て
い
く
よ
う
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

■
５
月
３
日
「
愛
媛
憲
法
集

会
」
が
、
松
山
市
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
約

９
０
０
人
が
参
加
。
２
０
０

５
年
の
第
１
回
集
会
か
ら

19

回
目
と
な
り
、
党
派
や
思
想

信
条
の
枠
を
超
え
、
日
本
国

憲
法
を
守
り
活
か
そ
う
と
す

る
幅
広
い
市
民
の
運
営
・
参

加
に
よ
る
「
統
一
し
た
憲
法

集
会
」
と
し
て
、
地
方
都
市

と
し
て
は
多
数
の
参
加
で
継

続
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
金
平
茂
紀
さ
ん
（
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
）
が
「
民
を
打
ち

棄
て
、
戦
争
の
準
備
を
す
る

国
で
い
い
の
で
す
か
？
」
と

題
し
記
念
講
演
。
ウ
ク
ラ
イ

ナ
戦
争
と
安
倍
元
首
相
銃
撃

事
件
が
あ
っ
た
２
０
２
２
年

は
「
歴
史
の
分
岐
点
」
だ
っ

た
と
し
て
、
シ
ョ
ッ
ク
・
ド

ク
ト
リ
ン
（
惨
事
便
乗
型
資

本
主
義
）
で
、
日
本
は
「
戦

争
で
き
る
国
」
へ
と
ま
っ
し

ぐ
ら
に
、
火
事
場
泥
棒
的
な

動
き
が
進
ん
で
い
る
と
指
摘
。

ア
メ
リ
カ
の
大
学
で
は
、
ガ

ザ
へ
の
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
中
止
を
求

め
、
パ
レ
ス
チ
ナ
に
連
帯
す

る
行
動
が
広
が
っ
て
い
る
と

紹
介
。
戦
争
や
人
権
軽
視
に

対
し
て
「
い
ろ
ん
な
抵
抗
や

意
思
表
示
の
仕
方
が
あ
る
」

と
し
て
、
詩
を
書
く
、
歌
を

唄
う
、
良
心
的
兵
役
拒
否
、

選
挙
へ
の
投
票
参
加
な
ど
を

上
げ
、
行
動
を
起
こ
す
こ
と

の
大
切
さ
を
訴
え
ま
し
た
。

■
集
会
宣
言
で
は
「
日
本
国

憲
法
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
し
て
、

様
々
な
闘
い
が
繰
り
広
げ
ら

れ
、
展
望
を
切
り
開
い
て
い

る
。
一
人
で
も
多
く
の
市
民

の
参
加
が
、
未
来
へ
の
展
望

を
確
か
な
も
の
に
す
る
」
と

よ
び
か
け
ま
し
た
。

（１） 第５６８号

自 治 労 連 愛 媛 ２０２４年 ５月２５日

第 ５６８ 号

日 程

【５月】

23 県本部統一要求提出

（～6/3）

26 これからの西予市の医療

を考える学習講演会（西予）

【６月】

１ DOKIWAKUジャンボリーin

むろとwith四国

全労連非正規で働く仲間

の全国交流集会（佐賀～２）

２ 平和行進愛媛コーススター

ト（高知県境～16）

６ ココロユニオン定期総会

７ 本部全国公企青年のつど

い（大阪～８）

８ 本部現業評全国学習交流

集会・労働学校（大阪～９）

15 県本部拡大執行委員会

東予総支部代表者会議

中予総支部代表者会議

21 宇和島病院労組定期大会

22 県本部野球大会（内子）

自治労連青年部学習交流

集会in岩手（～23）

28 西予市職労定期大会

【７月】

13 県本部定期大会（松山）

５
月
１
日
、
労
働
者
の
祭
典
「
第

95

回
メ
ー
デ
ー
」
が
県
内
６
会
場
（
四
国
中
央
、
新
居
浜
、
西
条
周
桑
、

今
治
、
松
山
、
内
山
）
で
実
施
さ
れ
、
雨
の
中
３
２
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

５月７日から地方自治法の改正案の審議

が衆議院で始まっています。

日本国憲法は、地方自治を制度として保

障しており、地方自治は、中央集権の弊害

を抑制して人権侵害を防ぐための重要なシ

ステムです。

ところが、地方自治法改正案は、国によ

る地方自治体への「指示権」を認め、自治

体の方針に反して自治事務に容易に介入す

る権限を国に与えようとしています。これ

は、国と地方の「対等・協力」の関係を崩

し、自治体の自主性・自立性を奪い、団体

自治を侵害するものです。

また「国民の安全に重大な影響を及ぼす

事態が発生し、又は発生するおそれ」があ

る場合の定義が曖昧で、閣議決定で指示権

を行使できるともしており、国会軽視や恣

意的な乱用が懸念されます。

改正案は、自民党が主張する「緊急事態

条項」の一部をそのまま実現する内容で、

地方自治だけではなく、国民主権や立法権

までもが侵害されることになりかねません。

自治労連は、地方自治法改正案の問題点

について慎重に審議を尽くすこと、地方自

治法改正案の廃案を求め、国会議員へ要請

ＦＡＸなどとりくんでいます。

宇摩メーデー

新居浜メーデー

西条周桑メーデー

今治メーデー

内山メーデー

愛媛中央メーデー・宣伝行動



■
新
居
浜
市
職
労
は
４
月

18

日
昼
休
み
、
婦
人
部
新
採
歓

迎
昼
食
交
流
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
新
規
採
用
女
性
職
員

さ
ん
も
６
人
が
参
加
し
、
先

輩
職
員
も
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
気

持
ち
に
。
会
場
は
総
勢

65人

の
女
性
職
員
の
笑
顔
で
あ
ふ

れ
ま
し
た
。
お
弁
当
を
食
べ

な
が
ら
の
交
流
会
で
、
先
輩

職
員
か
ら
の
歓
迎
の
言
葉
、

新
採
職
員
の
趣
味
や
特
技
も

聞
け
て
、
と
て
も
楽
し
い
会

に
な
り
ま
し
た
。
歓
迎
の
お

花
を
贈
呈
！
笑
顔
が
見
れ
て

い
い
日
に
な
り
ま
し
た
。

■
４
月

26日
夕
方
、
青
年
部

新
採
歓
迎
会
を
開
催
し

61人

が
参
加
。
新
採
職
員
が
事
前

ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
自
己

紹
介
。
次
に
『
組
合
』
も
に

つ
い
て
Ｐ
Ｖ
な
ど
を
用
い
て

紹
介
し
、
加
入
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。
歓
迎
会
で
は
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
で
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

内
子
町
職
は
４
月

27

日

「
内
子
町
職
員
組
合
親
睦
旅

行
」
を
開
催
し
９
人
が
参
加
。

今
回
の
親
睦
旅
行
は
高
知
県

を
満
喫
す
る
「
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
」
中
心
の
行
程
で
実
施
。

『
道
の
駅
四
万
十
と
お
わ
』

で
の
ジ
ッ
プ
ラ
イ
ン
で
大
自

然
を
満
喫
。
次
に
、
黒
潮
町

で
カ
ツ
オ
の
藁
焼
き
体
験
で

料
理
し
た
カ
ツ
オ
の
た
た
き

に
舌
鼓
。
そ
の
後
、
四
万
十

川
観
光
遊
覧
船
に
乗
り
、
四

万
十
川
の
す
ご
さ
を
実
感
し

ま
し
た
。
内
子
町
に
帰
っ
た

後
に
夕
食
交
流
会
を
行
い
、

よ
り
一
層
組
合
員
同
士
の
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

宇
和
島
市
職
は
４
月

26日

「
組
合
説
明
会
＆
新
採
職
員

歓
迎
会
」
を
開
催
し
、
新
採

職
員
、
組
合
員
・
役
員
・
書

記
な
ど

24人
が
参
加
。
ま
ず

河
野
委
員
長
よ
り
組
合
に
つ

い
て
説
明
。
自
治
労
連
共
済

の
お
得
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

つ
い
て
も
説
明
。
続
い
て
自

己
紹
介
へ
。
「
食
べ
る
こ
と

が
好
き
な
の
で
今
日
の
韓
国

料
理
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

し
た
」
と
新
採
さ
ん
の
一
言

で
和
や
か
な
雰
囲
気
に
。
保

健
師
の
先
輩
組
合
員
さ
ん
と

新
採
職
員
さ
ん
の
テ
ー
ブ
ル

で
は
年
齢
が
近
い
こ
と
も
あ

り
、
高
校
時
代
の
話
や
地
元

ト
ー
ク
に
花
が
咲
い
て
い
ま

し
た
。
他
の
席
で
は
職
場
で

の
悩
み
等
を
先
輩
に
相
談
し

た
り
、
趣
味
の
話
で
最
後
ま

で
大
変
盛
り
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。
引
き
続
き
加
入
を
め

ざ
し
て
声
か
け
を
し
て
い
き

ま
す
。

西
予
市
職
労
医
療
介
護
支

部
は
５
月

13日
の
第
４
回
団

体
交
渉
終
了
後
「
第

27回
医

療
介
護
支
部
執
行
委
員
会
」

を
開
催
し

10人
が
参
加
。
今

回
の
団
体
交
渉
で
も
「
現
場

職
員
が
希
望
を
持
て
る
回
答
」

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

当
局
よ
り
「
説
明
資
料
を
作

成
し
提
示
す
る
」
回
答
な
ど

僅
か
な
が
ら
前
進
が
あ
っ
た

と
報
告
。
し
か
し
、
６
月
議

会
に
は
指
定
管
理
者
を
決
定

す
る
議
案
が
上
程
予
定
で
、

可
決
さ
れ
れ
ば
指
定
管
理
者

制
度
導
入
が
決
ま
る
と
い
う

差
し
迫
っ
た
日
程
に
対
し

「
不
安
と
当
局
へ
の
不
信
感

は
募
る
一
方
」
と
の
意
見
や

「
市
当
局
は
真
摯
な
態
度
で

組
合
と
の
交
渉
に
臨
む
べ
き
」

と
怒
り
の
感
想
も
あ
り
ま
し

た
。
今
後
の
行
動
と
し
て
、

支
部
総
会
・
学
習
会
、
学
習

講
演
会
（
守
る
会
主
催
）
へ

の
参
加
、
６
月
議
会
ま
で
に

「
議
員
懇
談
・
個
別
訪
問
」

な
ど
を
相
談
し
ま
し
た
。

県
本
部
医
療
介
護
評
議
会

は
４
月

20日
、
第
３
回
幹
事

会
を
開
催
し
５
単
組
６
職
場

か
ら
７
人
が
参
加
。
経
過
で

は
、
県
本
部
と
県
医
労
連
共

同
の
「
医
療
職
場
キ
ャ
ラ
バ

ン
」
の
結
果
、
「
四
国
ブ
ロ
ッ

ク
総
務
省
要
請
」
の
交
渉
結

果
、
「
西
予
市
立
病
院
な
ど

の
指
定
管
理
者
制
度
問
題
」

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

「
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
総
務
省
要

請
」
で
は
、
総
務
省
「
公
立

病
院
医
療
提
供
体
制
確
保
支

援
事
業
」
の
問
題
点
を
追
及
。

協
議
事
項
で
は
「
働
く
み
ん

な
の
要
求
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の

医
療
労
働
者
に
絞
っ
た
結
果

を
分
析
し
、
特
に
「
人
員
不

足
の
解
消
」
「
サ
ー
ビ
ス
残

業
の
撤
廃
」
が
課
題
で
あ
る

こ
と
を
確
認
。

23年
度
作
成

の
「
公
立
病
院
経
営
強
化
プ

ラ
ン
」
に
つ
い
て
も
今
後
、

分
析
を
進
め
て
い
く
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

県
本
部
保
育
部
会
は
４
月

21日
、
第
２
回
幹
事
会
を
開

催
し
、
６
単
組
８
人
が
参
加
。

経
過
で
は
「
県
子
育
て
支
援

課
要
請
懇
談
」
の
振
り
返
り

２
月
開
催
「
自
治
体
で
働
く

保
育
労
働
者
の
全
国
集
会
」

で
の
愛
媛
提
出
レ
ポ
ー
ト
に

触
れ
、
「
各
議
会
へ
配
置
基

準
・
処
遇
改
善
の
意
見
書
提

出
要
請
が
全
国
の
運
動
と
連

動
し
国
を
動
か
し
た
」
こ
と

を
再
認
識
し
ま
し
た
。
「
働

く
み
ん
な
の
要
求
ア
ン
ケ
ー

ト
」
の
保
育
職
場
に
絞
っ
た

結
果
を
分
析
し
、
特
に
「
人

員
不
足
の
解
消
」
「
サ
ー
ビ

ス
残
業
の
撤
廃
」
が
課
題
と

確
認
。

76年
ぶ
り
の
保
育
士

配
置
基
準
見
直
し
に
関
連
し

て
「

24年
度
保
育
職
場
実
態

調
査
（
児
童
・
職
員
数
）
」

を
各
自
治
体
で
と
り
く
む
な

ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

■
今
年
で
市
役
所
職
員
７
年

目
、
異
動
も
あ
り
今
回
で
３

課
所
目
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
た
く
さ
ん
の
壁
に
直

面
し
、
た
く
さ
ん
の
方
に
助

け
て
も
ら
い
何
と
か
乗
り
切
っ

た
気
が
し
ま
す
が
、
慕
っ
て

く
れ
る
後
輩
も
増
え
、
徐
々

に
助
け
る
側
に
回
り
つ
つ
あ

る
と
感
じ
始
め
ま
し
た
。
頼
っ

て
く
れ
る
後
輩
や
市
民
の
方

の
た
め
に
も
、
今
後
も
日
々

勉
強
・
精
進
を
続
け
な
け
れ

ば
と
褌
を
締
め
直
し
て
新
し

い
所
属
課
で
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
新
規
採

用
職
員
の
皆
さ
ん
、
改
め
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

業
務
は
大
変
だ
と
思
い
ま
す

が
、
遠
慮
な
く
先
輩
た
ち
を

頼
っ
て
く
だ
さ
い
ね
！

（
新
居
浜
・
大
坪
）

■
職
場
の
ツ
ツ
ジ
の
花
が
満

開
に
咲
い
て
い
ま
す
。
今
の

季
節
が
１
番
花
が
咲
く
頃
で

す
ね
。

（
新
居
浜
・
鈴
木
）

■
子
ど
も
の
寝
か
し
つ
け
と

共
に
寝
落
ち
す
る
日
々
で
す
。

（
新
居
浜
・
三
宅
）

■
５
月
の
Ｇ
Ｗ
が
終
わ
り
、

６
月
祝
日
が
無
い
話
を
母
に

す
る
と
「
仕
事
し
な
く
な
っ

た
ら
休
み
よ
り
仕
事
に
行
っ

て
生
き
生
き
で
き
る
あ
り
が

た
さ
が
わ
か
る
ん
よ
」
と
の

返
事
。
そ
の
言
葉
を
胸
に
今

日
も
頑
張
り
た
い
で
す
！

（
新
居
浜
・
西
原
）

■
夏
物
野
菜
の
苗
を
植
え
る

季
節
が
き
ま
し
た
。
毎
年
ミ

ニ
ト
マ
ト
を
植
え
て
い
ま
す
。

誰
で
も
作
れ
る
優
し
い
野
菜

で
す
が
、
管
理
を
怠
る
と
茎

が
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
様
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

（
今
治
・
越
智
）

自 治 労 連 愛 媛

（２）第５６８号

２０２４年 ５月２５日

■
５
６
６
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
ト
ウ
リ
ュ
ウ
モ
ン
」

（
登
竜
門
）
で
し
た
。
正
解

は

10通
で
し
た
。
正
解
者
の

な
か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書

カ
ー
ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

大
坪
徹
也
（
新
居
浜
）

貝
崎
美
都
志
（
松

山
）

越
智
紀
幸
（
今

治
）

青
木
将
吾
（
宇
和
島
）

筒
井
芙
美
香
（
新
居
浜
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係

〒
７
９

０
‐
０
０
０
３
松
山
市
三

番
町
８
丁
目

10‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可
１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】
６
月

27日
【
発

表
】
５
７
０
号
（
７
月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】

①四国カルストの県境・ほぼ中部にある峠

④自宅でする飲み会

⑦物質と精神。○○○○両面から支援する

⑧体調など都合で、体育などを見て学ぶこと

⑨「時節を過ぎて鳴く虫の音」をこう呼ぶ

【タテのカギ】

①実際に見たり体験したこと

②愛媛県中央部に位置する一級河川

③苦しさやつらさを紛らせること。

○○を晴らす

⑤混ぜ合わせること。ホットケーキ○○○○

⑥「コンクリートパネル」の略語

マ
ス
目
を
埋
め
、
二
重
枠
の
７
文
字
で

「
色
や
光
」
で
す
べ
て
の
色
を
再
現
で
き
る
…

に
し
て
下
さ
い
。

お
た

よ
り

あ
り
が

と
う


